
認知症施策について

令和４年１０月１８日
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※令和2年の人口は千葉県年齢別・町丁字別人口（令和2年度）による実績値
※令和7年以降の人口は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018年3月推計）による推計値
※「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成26年度厚生労働省科学研究費補助金特別研究
事業九州大学 二宮教授）による認知症有病率（「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）厚生労働省老健局
平成27年1月より」）に本県の高齢者数を乗じて推計

出典：千葉県高齢者保健福祉計画



基本施策Ⅱ－５ 認知症の人やその家族に対する総合的な支援の推進

① 認知症に対する正しい理解の普及・啓発と認知症バリアフリーの推進

② 認知症予防の推進

③ 早期診断と適切な医療・介護連携体制の整備、多職種協働の推進

④ 認知症支援に携わる人材の養成

⑤ 本人やその家族への支援と本人発信支援

⑥ 若年性認知症施策の推進

県では、地域の保健・医療・福祉・介護が連動する認知症地域支援体制
の充実などの課題に対応するため、医療、介護の専門家等で構成する
「千葉県認知症対策推進協議会」を設置・活用しながら、総合的な
認知症施策を推進します。

基本目標Ⅱ 介護が必要になっても、安心して自分らしく暮らせる地域社会の構築



■ 県民に対して認知症の正しい知識の普及のため、認知症サポーターやキャラバン・

メイトの養成及びメモリーウォークへの助成等を行います。

・認知症サポーター※養成講座（16回開催予定）

・キャラバン・メイト※養成研修（3回開催予定）

・メモリーウォーク（3市で開催予定）

・千葉ポートタワーオレンジライトアップ（9/20～9/26）※千葉市と共催

■ 子どもたちの認知症に対する理解を深め、認知症の人や家族に温かい目を注げるよう、

小・中学生を対象とした認知症サポーター養成講座の開催を促進します。

・キャラバン・メイト スキルアップ研修（3回開催予定）

※ 認知症サポーター：認知症の人や家族を支えるボランティア
千葉県 565,092名（令和4年3月31日現在）

※ キャラバン・メイト：認知症サポーター養成講座（小中学生向け含む。）の講師
千葉県 4,647名（令和4年3月31日現在）

主な取組



■ 認知症の早期発見・早期対応に向け、本人や家族が認知症に気づくきっかけの一助に

するため、「認知症チェックリスト」を関係機関等へ配布するとともに、県庁ホーム

ページで公開しています。

主な取組

■ 「チームオレンジ※」の仕組みを市町村において構築するため、活動事例の紹介や

チームの支援を行うコーディネーターの研修等を実施します。

・市町村チームオレンジ研修会（1回開催予定）

・認知症サポーターステップアップ講座指導者養成研修（1回開催予定）

・チームオレンジコーディネーター研修（1回開催予定）

※ チームオレンジ：意欲のあるサポーター等が支援チームを作り、認知症の人やその家族のニーズ
に合った具体的な支援につなげる仕組



■ 認知症医療の中核としての機能を持つ病院を、「認知症疾患医療センター」として

指定し、地域において認知症に対して進行予防から地域生活の維持まで必要な医療を

提供できる機能体制の構築を図ります。

・県内11か所設置（県指定10か所、千葉市指定1か所）

■ 認知症の人と家族を支援するための医療・介護の連携の中心となる「認知症地域支援

推進員」の活動の充実に向けて支援します。

・千葉県認知症地域支援推進員研修

（新任者・現任者研修 各3日間×1回開催予定。各定員100名）

主な取組



■ 早期診断及び治療と症状に応じた適切な対応が図られるよう、医療従事者等を対象に、

認知症ケアについて理解や対応力を身につけるための研修を実施します。

・かかりつけ医認知症対応力向上研修（県医師会に委託し2回開催予定）

・病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修

（認知症疾患医療センターで2回開催予定（2センターで各1回））

・歯科医師認知症対応力向上研修（県歯科医師会に委託し2回開催予定）

・薬剤師認知症対応力向上研修（県薬剤師会に委託し2回開催予定）

・看護職員認知症対応力向上研修（県看護協会に委託し1回開催予定）

・病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修（1回開催予定）

主な取組



■ コールセンターを設置し、認知症に関する各種相談に対応します。

・ちば認知症相談コールセンター（認知症の人と家族の会千葉県支部に委託）

■ 認知症の人や家族の交流会を市町村の地域包括支援センターと連携しながら開催

します。

・家族交流会（12か所で開催予定）

■ 認知症の人本人を「ちば認知症オレンジ大使」として委嘱し、イベントや研修等での

講演や広報紙への寄稿など、認知症についての普及啓発を行っていただきます。

・千葉県初の大使となる2名の方を委嘱

委嘱状交付式：令和4年6月24日

委嘱期間：委嘱状交付日から2年間

主な取組



■ 若年性認知症支援コーディネーターによる専用相談窓口を設置し、相談に対応する

とともに、関係機関との調整等を行います。

・若年性認知症専用相談窓口（千葉大学医学部附属病院内に設置（H30.7.2～））

■ 若年性認知症の人が、地域において役割を担いながら、生きがいを持った生活を

送れるよう、社会参加の機会を創出するためのモデル事業を令和３年度から実施

しています。

・若年性認知症の人の社会参加活動支援事業

（認知症デイサービス事業者等に委託し4か所で実施予定）

主な取組



＜事業の概要＞

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

利用者数(実数) 3人 3人 2人 1人

マッチングできた協力企業数(実数) 1か所 3か所 3か所 1か所

作業頻度 週２～３回 １名 週１回 ８名

報酬等 時給 625円 1名 食事提供 5名 なし 3名

（令和3年度実績）

若年性認知症の人の社会参加活動支援事業


